






都道府県 基準風速 都道府県 基準風速 都道府県 基準風速 都道府県 基準風速 都道府県 基準風速 都道府県 基準風速 都道府県 基準風速 都道府県 基準風速

北海道 36 福島県 30 東京都
（除島） 34

福井県 32 三重県 34 和歌山県 34 徳島県 38 長崎県 36

青森県 34 茨城県 36 山梨県 32 滋賀県 34 鳥取県 32 香川県 34 熊本県 34

岩手県 34 栃木県 30 神奈川県 36 長野県 30 京都府 32 島根県 34 愛媛県 34 大分県 32

宮城県 30 群馬県 30 新潟県 32 岐阜県 34 大阪府 34 岡山県 32 高知県 40 宮崎県 36

秋田県 34 埼玉県 34 富山県 30 静岡県 36 兵庫県 34 広島県 34 福岡県 34 鹿児島県 46

山形県 32 千葉県 38 石川県 30 愛知県 34 奈良県 34 山口県 34 佐賀県 34 沖縄県 46

基準風速（m/s） 30 32 34 36 38 40 42 44

Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ
高さ（m）

10 1192 1356 1531 1716 1912 2119 2336 2563
15 1402 1595 1800 2018 2249 2492 2747 3015
20 1573 1789 2020 2264 2523 2795 3082 3382
25 1719 1956 2208 2476 2758 3056 3370 3698
30 1849 2104 2375 2663 2967 3288 3624 3978

CK-0135 CK-0150 CK-0160 CK-0175 CK-0200 CK-0225 CK-0250 CK-0275 CK-0300 CK-0350 CK-0400 CK-0450 CK-0500

固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数 固定金具数

500   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）
1000   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）
1500   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）
2000   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）   4（P=1280）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）
2500   4（P=1280）   4（P=1280）  5（P=960）   4（P=1280）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  6（P=768）  6（P=768）
3000  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  5（P=960）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  7（P=640）  7（P=640）
3500  5（P=960）  6（P=768）  6（P=768）  5（P=960）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  7（P=640）  8（P=549）  8（P=549）
4000  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  6（P=768）  7（P=640）  7（P=640）  7（P=640）  7（P=640）  7（P=640）  8（P=549）  8（P=549）  9（P=480）

風圧力 
(N/㎡)

笠木

地表面粗度
区分

笠木本体を固定金具に引っ掛け、回転さ
せるようにしてはめ込んで固定。

墨出し位置にドリルで穴をあけ、専用
アンカープラグを打ち込んで埋めます。

注）ねじ頭部分には必ずコーキング
してください。

使用プラグ 使用ドリル径 穴の深さ
8×40 φ8mm 55mm以上

注）切り粉は必ず除去してください。

注）アンカープラグは防水層の厚み分
　  深く差し込んでください。

笠木と固定金具、連結材のかん
合状態を確認して、取り付け作
業は完了です。

笠木本体を固定金具に引っ掛け、回
転させるようにしてはめ込んでくだ
さい。完全にはめ込まれたかどうか、
下端部をチェックしてください。
注）笠木の取付は、コーナー部端部
から先に取り付けてください。

すべての固定金具を専用ステンレス製ねじ
で仮止めし、各固定金具の端部を一直線上
に揃えて、出入り・高低・傾きをレベルプ
レートなどで調整し、本締めしてください。
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●簡単なかん合方式

Rメイク笠木とファスナーの
かん合状態を確認して取付
作業は完了です。



●簡単なかん合方式

Rメイク笠木とファスナーの
かん合状態を確認して取付
作業は完了です。



●簡単なかん合方式

雨切りを固定金具に押し付けるように
してかん合してください。連結材はあら
かじめ差し込んでおきかん合後、目地中
心部にスライドさせてください。

連結部の場合は雨切りかん合後、あら
かじめ差し込んでおいた連結材を目地
中心部にスライドさせ、同梱のシール
受け材を貼り付けてください。



●簡単なかん合方式

雨切りを固定金具に押し付けるように
してかん合してください。連結材はあら
かじめ差し込んでおきかん合後、目地中
心部にスライドさせてください。

連結部の場合は雨切りかん合後、あら
かじめ差し込んでおいた連結材を目地
中心部にスライドさせ、同梱のシール
受け材を貼り付けてください。



●簡単なかん合方式

取り付け完了後、かん合具合を確認し、コーキングすれば
完了です。

55mm以上

墨出し位置にドリルで穴をあけ、専用アンカープラグを打ち込んで埋めます。
注）アンカープラグは防水層の厚み分深く差し込んでください。
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注）アンカープラグは防水層の厚み分深く差し込んでください。
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完了です。
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穴の深さ
55mm以上

注）アンカープラグは防水層の厚み分深く差し込んでください。
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注）アンカープラグは防水層の厚み分深く差し込んでください。
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62-01 22.03（T）

「取付説明書」

お渡しください。

ビニフレームのWEBサイト
商品情報・施工事例・カタログ・CADデータなどの
各種情報を閲覧できます。

【本商品を正しく・安全に設計・施工していただくためのご注意】
●商品（笠木など）だけで雨仕舞を完璧にすることはできません。躯体天端には、あらかじめ防水処理を施してください。
　※防水層は必ず躯体天端まで被せ、防水層と躯体の間には必ずシーリング処理をしてください。
●躯体天端には防水層のみで、モルタル仕上げはしないでください。ひび割れの原因になります。
●躯体天端は水平に不陸がないように仕上げてください。不陸が大きい場合は商品を確実に取り付けることが困難になります。
●躯体がALC 板の場合は、商品取付強度を確保するために必ず補強アングルなどを取り付けてください。
●高層階・強風地域・多雪地域での設置については、商品落下や破損のおそれがあるため、固定金具の取付ピッチを狭く取っ
たり、固定金具数を増やすなど取付方法が変わる場合があります。もよりの営業所までお問い合わせください。
●商品の取り付けは、コーナーなどの役物から先に行ってください。
　端部にのみ込み箇所のある場合は、他の箇所より優先して取り付けてください。
●施工後は速やかに養生シートを剥がしてください。時間経過により剥がしにくくなる場合がありますので、ご注意ください。
●壁面の仕上げ、補修モルタルなどの作業時には、モルタルやセメント粉が商品に付着しないように養生してください。
　※万一付着した場合は、すぐに水できれいに洗い流してください。（そのままにしておきますと腐食の原因になります。）
●商品の小口は鋭利になっている場合があります。指の切り傷等のケガの原因となりますので取り扱いには十分にご注意ください。

【安全にご使用いただくためのお願い】
●落下の危険がありますので、商品の上に乗ったり、身を乗り出さないでください。
　商品の上に物を置かないでください。落下の危険や商品破損のおそれが生じます。
●商品にロープやはしごなどを掛けて荷物の上げ下げをしないでください。商品に破損のおそれが生じます。
●アンテナなどを取り付けたりしないでください。
●笠木は夏期の直射日光下で表面が高温になり、直接手で触れるとやけどをするおそれがありますのでご注意ください。

【快適にご使用いただくためのお願い】
●汚れやホコリを長期間放置しておくとシミや劣化、腐食の原因となります。
●定期的に清掃することをお勧めします。※清掃の目安は少なくとも年に1～2回程度です。
　特に海岸地帯や交通量の多い道路沿いは、塩分や排気ガスによる汚損が進みやすいので、こまめにお手入れしてください。

【お手入れをする際のご注意】
●商品の消毒にはアルコール成分を含む消毒液は絶対に使用しないでください。
　アルコール成分を含む消毒液は有機溶剤となり、塗装面や樹脂がアルコールに溶けて変色するおそれがあります。
●酸性・アルカリ性、塩素系、有機溶剤を含む洗剤は絶対に使用しないでください。
●金属製ブラシ、金ベラを使用しないでください。表面を傷めます。

〈お手入れ方法〉
①表面についた砂やホコリをていねいに取り除きます。
②水をかけながら柔らかい布またはスポンジで軽く拭き、表面についた汚れを洗い流します。

［汚れがひどい場合］
①中性洗剤を水で薄め、柔らかい布やスポンジで汚れを落とします。
②洗剤成分が残らないよう十分に水洗いします。
③乾いた布で水分を拭き取ります。

https://www.vinyframe.co.jp/


